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【様式11】　コア重要技術等一覧
【様式12】　経済安全保障上の重要技術に関する技術流出防止策に関わる確認票
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【メール提出】　 ステークホルダー評価シート【提案書記入にあたっての注意事項】
· 各様式のページ数は、各様式に指定されたページを超過しないでください。
· 本文のフォントサイズは【10ポイント以上】を厳守してください。
· 【様式２】は、必要に応じ、図表を用いても構いません。
· 青字の記入要領は、提出時に削除してください。
· 本ページ（記入要領表紙）は、提出時には削除してください。
· e-Radの制約上、ファイルの容量は200 MB以内で作成してください。
· 締切後の書類の修正は、一切認めません。
上記の注意事項が守れていない提案は、原則として、不採択とします。



【様式１】技術開発課題提案の概要

宇宙戦略基金事業　技術開発課題提案書

	１．提案先の技術開発テーマ

	宇宙輸送機の大気圏再突入における熱防護技術

	２．提案する技術開発課題名（30文字程度）

	提案する技術開発課題名を記入してください。e-Radへの入力情報と合わせてください。


	３．提案する技術開発課題の要約（400字以内）

	提案する技術開発課題の要約を記入してください。（句読点を含め、400 字以内）
※本項目の記載内容を、e-Radの基本情報「研究概要」に転記してください。













	４．キーワード

	提案する技術開発課題の特徴を表すキーワードを挙げてください。（5つ以内）

	５．技術開発期間（技術開発開始から最長5年間）

	20XX年X月（予定）～   20XX年X月（開始からX年Xカ月間を予定）


	６．上記期間中での技術開発費総額（間接経費含む）

	補助対象経費総額〇〇〇千円（間接経費含む）：うち補助金の額〇〇千円、自己負担額〇〇千円

	７．代表機関に関する情報

	日本の法律に基づく法人格の有無：☐有り　☐無し　いずれか一つ選択してください。

	代表機関名：

	法人番号：　　　　　　　　　　　　　　　　
	e-Rad機号：

	登記簿上の所在地：

	企業の場合、実施者の規模：☐大企業　☐中小企業・スタートアップ　☐その他（　　）
いずれか一つ選択していください。
選択した理由：
中小企業・スタートアップの定義は公募要領「２．（５）③自己負担の考え方等」の脚注を参照

	設立年月日：

	業種分類：□製造業その他　□卸売業　□小売業　□サービス業　いずれか一つ選択してください。

	従業員数：

	資本金の額又は出資の総額：

	スタートアップ育成支援プログラムの登録：□J-Startup　□J-Startup 地域版選定スタートアップ
該当する場合は該当するものを選択してください。

	[bookmark: _Hlk192767590]８．研究代表者に関する情報

	（フリガナ）
氏名：

	所属機関・部署・役職

	e-Rad研究者番号：府省共通研究開発管理システム(e-Rad)より付与された 8桁の研究者番号を記載してください。

	研究代表者勤務先の所在地：

	ＴＥＬ：
E-mail：

	居住者であるか　　□居住者　□非居住者　
ここで言う居住者とは外国為替及び外国貿易法（昭和24年法律第228号）上の居住者（特定類型該当者を除く）を指す。 

	代表者の情報が掲載されたURL：（所属先ホームページ、researchmap等）


	９．連携機関に関する情報（全ての連携機関分作成してください）

	日本の法律に基づく法人格の有無：☐有り　☐無し　（いずれか一つ選択してください）

	所属機関名：

	法人番号：
	e-Rad機関番号：

	登記簿上の所在地：

	企業の場合、実施者の規模：☐大企業　☐中小企業・スタートアップ　☐その他（　　）
選択した理由　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
設立年月日：
業種分類：□製造業その他　□卸売業　□小売業　□サービス業
従業員数：
資本金の額又は出資の総額：
スタートアップ育成支援プログラムの登録：□J-Startup　□J-Startup 地域版選定スタートアップ

	10．研究分担者に関する情報（全ての連携機関分作成してください）（研究分担者は連携機関ごとに１名です）

	（フリガナ）
氏名：

	所属機関・部署・役職

	e-Rad研究者番号：府省共通研究開発管理システム(e-Rad)より付与された 8桁の研究者番号を記載してください。

	研究分担者勤務先の所在地：

	ＴＥＬ：
E-mail：

	居住者であるか　　□居住者　□非居住者　
ここで言う居住者とは外国為替及び外国貿易法（昭和24年法律第228号）上の居住者（特定類型該当者を除く）を指す。 

	研究分担者の情報が掲載されたURL：所属先ホームページ、researchmap等





	


【様式２】技術開発課題提案の詳細
本様式に限らず、提案書の作成にあたっては、公募要領「２.本公募要領の対象となる技術開発テーマ及び具体的な内容」、を必ず確認してください。
凡そ３０ページ以内に収めてください。

技術開発課題提案の概要
「技術開発テーマの目標（出口目標、成果目標）」を達成するために実施する本技術開発課題提案の全体概要
1. 　全体構想概要（背景・経緯）
本研究開発に至った背景・動機として、本技術開発テーマの成果物を将来的に適用する先としてのミッション・サービスの概要を記載してください。（詳細は様式３に記載いただき、本項については概要をご記載ください）
本技術開発課題にて目指す成果
前述の全体構想において、熱防護システムに必要な基本機能の特定により、本事業で創出を目指す成果をご記載ください。
（詳細は様式３に記載いただき、本項については概要をご記載ください）　　
実現に向けてハードルが高い技術課題
成果を得るに当たり、ブレークスルーを実現する根拠を明確にしながら、特に技術的にハードルが高い項目・課題、及び乗り越える方策を記載してください。

想定ユーザのニーズ
本提案による技術開発成果を利用することとなる、潜在顧客がどのような点に課題を有し、その解消に、性能、コスト、タイミング等何を重視して選定するのか、記載してください。

類似技術や競合に対する優位性・独自性・国際競争力
本提案が類似技術や競合に対して持っている優位性・独自性・国際競争力等をアピールしてください。類似技術や競合が現状性能面やコスト面で到達している水準と、技術進捗のトレンドを踏まえ、類似技術や競合が本提案の終了時点でどこまで進化するかも加味して説明してください。

背景・経緯
本提案に至る背景や提案に至る経緯を、提案に繋がる技術やデータ、実績などをもとに説明してください。

技術開発課題終了後に期待される将来的な成果・将来展望
技術開発期間終了後に、得られた成果をどのように発展させていくのか、将来的に得られるであろう成果及び将来展望の概要を記載してください。特に、（２）の想定ユーザのニーズや（３）の類似技術や競合の状況を踏まえて、出口とする製品やサービスで具備すべき水準と、それが市場において競争力を有すると考えられる根拠を記載してください。

本提案の詳細（技術開発項目及び技術開発スケジュール）
本提案を実施する上での具体的な技術開発スケジュールを、各技術開発項目の大項目、中項目を明示した線表を、研究代表者及び研究分担者等の役割分担、予算規模がわかるように作成してください。その際、ステージゲート評価（SG）を赤▽にて示し、それまでの計画と以降の計画（フェーズ１とフェーズ２）を明示してください。

1. 全体計画スケジュール及び予算計画
技術開発項目の大項目、中項目毎のスケジュールと予算計画を記載してください。
	技術開発項目
	機関
担当者
	20XX年度
	20XX年度
	20XX年度●月※
	20XX年度●月
	合計

	大項目
中項目１

中項目２

中項目３

	
機関名　
（担当者名）
機関名　
（担当者名）
機関名　
（担当者名）

	






小計　XX
	






XX
	






XX
	






XX
	
XX

XX

XX

XX

	大項目
中項目１

中項目２

中項目３


	
機関名　
（担当者名）
機関名　
（担当者名）
機関名　
（担当者名）

	






小計　XX
	






XX
	






XX
	






XX
	
XX

XX

XX

XX

	大項目
中項目１

中項目２

中項目３

	
機関名　
（担当者名）
機関名　
（担当者名）
機関名　
（担当者名）
	






　小計XX
	






XX
	






XX
	






XX
	
XX

XX

XX

XX

	代表機関の間接経費
	
	
XX
	
XX
	
XX
	
XX
	
XX

	合計
	
	XX
	XX
	XX
	XX
	XX

	SG評価又は中間評価の実施年度以前・評価実施の翌年度以降の合計
	
	



XX
	



XX
	



XX


単位：千円
以下のXXに英数字を記載してください。
■ステージゲート評価の実施時期：20XX年XX月頃（予定）
■支援の類型：フェーズXX（開始時TRL XX、補助率XX分のXX）
■支援の類型：フェーズXX（開始時TRL XX、補助率XX分のXX）

上記表に記載するSG評価又は中間評価の実施年度末によって区切られる期間の合計額は、様式９の該当する期間の合計額と合致させる必要があります。
自己負担額も含めて補助対象経費の全体像を記載してください。
公募要領に記載している技術開発実施内容の実施にあたり、必要経費が補助対象経費を上回る場合は、上記表とは別に「全体額※」を記載してください。
全体額：○○千円
※補助対象経費に計上できない建屋の建設費用等の経費を含む技術開発実施に必要な経費の総額。
必要に応じ列を追加し、技術開発期間終了年度まで記載してください。
公募要領「２．（７）技術開発マネジメント」の想定時期を踏まえて設定してください。なお、実際の時期については公募要領記載の通りPOと調整の上で決定します。
宇宙実証・軌道上実証のため人工衛星等の打上げ・運用を行う技術開発テーマについては、宇宙実証・軌道上実証の時期をスケジュールに記載してください。
※技術開発期間の終了月次を明示してください。

技術開発テーマの目標達成に向けた技術開発項目別の実施内容
「（1）全体計画スケジュール及び予算計画」にて作成した技術開発項目ごとに、実施概要等をなるべく具体的に説明してください。
その際、全体額の一部となる補助対象経費に計上できないその他自己負担額についても、その費目とおおよその金額を明示しつつ説明してください。
＜記載例＞必要に応じ行数を増やすなどして示してださい。
技術開発項目大項目１（技術開発大項目を記載してください）
実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
・技術開発項目中項目１（研究開発中項目を記載してください）
実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
・技術開発項目中項目２（研究開発中項目を記載してください）
　　実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
・技術開発項目中項目３（研究開発中項目を記載してください）
　　実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
技術開発項目大項目２（技術開発大項目を記載してください）
実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
・技術開発項目中項目１（研究開発中項目を記載してください）
実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
・技術開発項目中項目２（研究開発中項目を記載してください）
　　実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください
・技術開発項目中項目３（研究開発中項目を記載してください）
　　実施機関、担当者、目標、成果、時期、実施概要を記載してください

ステージゲート評価時点での具体的な達成目標
ステージゲート評価時点での具体的な達成目標を技術開発課題の内容に応じて技術開発項目毎に設定してください。
設定する目標は、公募要領2項(6)「審査・評価の観点」および(7)「技術開発マネジメント」記載の各観点に対応した具体的な内容としてください。

技術開発実施体制図と体制の説明
[bookmark: _Toc222258477]代表機関、連携機関、協力機関、外注先の定義は公募要領「１．（３）各技術開発課題の実施体制」を参照してください。
1. 実施体制図
技術開発の実施体制図を、ツリー図等を用い、プロジェクトの全体像が判るよう、代表機関、連携機関の技術開発項目間の関係性を記載し、機関名、責任者名及び人数とそれぞれの役割を図示してください。
その際、本課題の実施、目標実現のために重要な役割を果たす協力機関、外注先があれば、実施体制外として、その機関名、役割を明示してください。
外注先に海外機関を含む場合は、海外機関と判るように示してください。また、実施体制図内で資金配分の有無についてもわかるよう示してください。

実施体制の説明
図示した実施体制を説明してください。特に我が国全体の宇宙分野の技術開発リソース等に鑑み、有効な体制となっていることを示してください。その際、代表機関、連携機関、協力機関、外注先、それぞれの役割の違いを明確にしてください。なお、協力機関や外注先などに海外機関を含む場合には、海外機関を明示してください。
JAXAに籍を置く職員を技術開発実施体制に含む提案は原則不可とします。ただし利益相反マネジメントを実施した上で認める場合がありますので、公募要領「６．（３）JAXA職員の利益相反マジメント」を参照し、様式7に必要事項を記入してください。

国際共同研究・実証の場合の海外宇宙機関等との関係性
協力機関や外注先として海外機関を含む場合には、相手国側の宇宙機関等からの支援※を目指しているかどうかや、その場合の支援主体（海外宇宙機関名等）、支援プログラム名及び支援内容（金額を含む）を記載してください。
JAXAでは、国際市場獲得を目指した海外機関との共同事業に対して、両国の宇宙機関が資金支援（委託、補助金等）、技術支援、共同研究等を通じて、自国の企業の活動に対して支援する（Co-fund)を促進するために、「Co-funded事業推進枠組み」を設けています。（詳細は、宇宙戦略基金事業ウェブサイトの「基金概要」(https://fund.jaxa.jp/about/#co-fund)をご参照ください。）「Co-funded事業推進枠組み」に該当する共同事業については、本枠組みで連携する海外宇宙機関（UKSA等）に対して、海外機関を協調的に支援することを呼びかけます。
※両国の宇宙機関が、両国の企業による国際市場獲得を目指した取組を支援するもののうち、以下のいずれもの条件を満たすもの。
・当該取組が、国際市場の獲得を目指した技術・製品・サービスの共同開発であり、物買い・サービス買いではないもの。
・当該支援が、両国の宇宙機関が関与する資金援助（委託、補助金等）、技術支援、共同研究であり、両国による支援が同程度又は相互補完的であるもの。





【様式３】技術開発提案の詳細２
※提出時に青字記載箇所は削除してください。
１．提案内容に関する技術的詳細
☆本項の記載目的・考え方　
本公募のテーマであるＴＰＳ設計（熱防護システムをどのように構成し、提案素材をどのように実装するか）と素材設計（提案する素材の諸元・性能・課題）の関係について、定量的・具体的に記載いただくものです。
前提条件となる機体設計（どのような軌道・飛行条件で飛ぶか）・表面設計（機体外形・防護対象面の形状をどのように設定するか）などシステムの上位要求に該当する項目については「前提・仮定（仮置き）」として簡潔に設定し、仮置きにあたっては、システム事業者からの検討案もしくはベンチマークする機体・事業の公開情報等を引用してください。仮置きが難しい項目についてはその旨を記載してください。

1．1．前提条件の設定
様式2で記載した熱防護技術が、どのような宇宙輸送システムおよび運用環境を前提として導出されたものかを記載してください。また、その前提が後段で設定する環境条件や技術要求にどのようにつながるのかを示してください。
以下のような項目の記載を想定しています。
(自社システムとしての設定もしくはベンチマーク機体からの引用可)
· 想定する宇宙輸送システムの概要
· システム形態（カプセル、リフティングボディ、有翼機等）
· 機体規模（寸法、質量、搭載能力等）
· 再使用性、信頼性、運用コスト等の主要なシステム要求
· 既存システム・既存技術との違い、解決を目指す課題
· 想定するミッションシーケンスおよび運用環境
· 運用シナリオ（打上げ、再突入等）、各フェーズにおける代表的な飛行経路（高度、速度、迎角、再突入方法等）
· 運用への課題（局所加熱、接合部損傷、材料欠損等）

1．2．想定環境条件
前項の輸送システム（帰還部分）がどのような熱環境・機械環境に曝されるのかについて記載してください。
以下のような項目の記載を想定しています。
(自社システムとしての設定もしくはベンチマーク機体からの引用可)
· 熱負荷プロファイル（時間に対するよどみ点加熱率の推移）、総加熱量、最大表面温度
· 許容すべき内部（裏面・ボンドライン・構造）温度
· ＴＰＳに要求される機械環境（最大加速度、動圧、音響・振動荷重）、再使用において繰り返される条件
· 素材が直接曝される条件（最高使用温度、昇温速度、雰囲気（酸化性プラズマ・解離酸素・カタリシス）、圧力、機械特性等）

1．3．システム要求（熱防護システム・素材への要求）
前項の想定環境条件を踏まえ、熱防護システム（ＴＰＳ）および素材に対する要求を記載してください。
以下のような項目の記載を想定しています。
· ＴＰＳに対する要求（前項までの整理をもとに設定）
· 断熱性能、質量特性、機械強度、再使用回数、補修性、検査性
· 提案素材がＴＰＳのどの層（表面層／断熱層等）を担うのか
· ＴＰＳ要求から展開した素材への定量要求と各要求が前提としたシステム要求への紐づけ

1．4．素材提案
以上の論理を踏まえ、提案する素材がどのように要求へ適合するのかを記載してください（素材技術の詳細は様式２に記載してください）。
以下のような項目の記載を想定しています。
· 提案素材を採用した場合のメリット
· 例）質量削減〔％〕や再使用回数向上による運用コスト低減等
· 提案素材を組み込んだＴＰＳ構成案
· 層構成、他素材との組合せ、接合・取付・シール方式
· 提案素材の種類・組成・製法・達成物性・現状ＴＲＬ・残課題
· 事前設定した要求に対する検証方法（試験方法、使用設備等具体的にご記載ください）


2．審査・評価の観点との対応
公募要領２．(6)に記載のとおり、採択にあたっては、以下の観点等を総合的に評価します。
各観点に対する適合性を判断可能な情報が提案書内のどこに記載されているか、具体的に示してください。
各観点に対する適合性を判断可能な情報が提案書内に記載されていない場合、適切な審査・評価が困難となり、提出書類の不備と判断される可能性があります。

	No.
	審査・評価の観点（公募要領２．(6)）
	本提案書において、左記観点に対する適合性を判断可能な情報の記載箇所
（例）様式2　2項(1)

	1 
	技術開発課題の目標や関連の指標、各技術開発テーマの成果目標の達成等に大きく貢献し得る技術の創出や商業化等に向けて実現可能性を有し、実効的な計画であること。具体的には以下の観点等に基づいて評価します。
	

	2 
	· 熱防護技術に関する基本的な要求機能とそれに対応するための基盤技術を特定した上で、技術開発・実証を実施する計画となっていること。
	

	3 
	· 検証性、保守性、安全性、経済合理性等を兼ね備えた熱防護素材・技術の開発の初期段階から、新たな宇宙輸送システムへ実装を見据えた設計を実施する計画となっていること。
	

	4 
	国内外の技術開発動向を踏まえ、優位性、独自性を有すること。
	

	5 
	実施機関が民間企業である場合、実施機関の経営戦略等に位置付けられており、市場展開に向け、経営者のコミットメントが得られていること。具体的には以下の観点等に基づいて評価します。
· 提案書に記載された又は公表された経営者のコミットメントの度合い
· 経営戦略、事業戦略等における本事業の位置づけ
	

	6 
	VC等の金融機関からの評価等、民間資金の調達に向けた将来性が期待できること。具体的には以下の観点等に基づいて評価します。
· 民間資金の調達見込みを含む事業計画の妥当性
	

	7 
	我が国全体の宇宙分野の技術開発リソース等にも鑑み、有効な体制となっていること。また、研究代表者及び研究分担者が目標達成に向け、リーダーシップ及びマネジメントを発揮できること。具体的には以下の観点等に基づいて評価します。
· 研究代表者や研究分担者が十分なエフォート率を割ける体制になっているか。
	

	8 
	技術開発成果、技術開発データ、知的財産権等が有効に活用できる体制であること。また、技術開発に関する情報を適正に管理するために必要な計画・体制であること。
	

	9 
	コスト削減努力が認められるなど、提案金額と提案内容を比較した際にコストパフォーマンスが高い提案となっているか。なお、提案金額を減らした場合に提案内容がどのように変化するかについて提案書に記載することも可能とします。
	

	10 
	公募時に提示する様式に基づくステークホルダー（投資家・金融機関、顧客候補等）からの評価の内容。特に、本テーマにおいては事業の性質に照らし、熱防護素材を開発する機関は、適用先候補である複数のロケット事業者・非宇宙輸送事業者等からの評価を得られていることが望ましい。ただし、得られた評価の数に関わらず、評価の内容を重視します。
	

	11 
	研究開発の成果を活用したグローバルな事業展開を担う戦略的構想があるか。例えば、事業化を見据えて、他国のユーザと協議しているか。又は他国の協力機関と進めている研究・開発・実証・利用開拓についてCo-funded事業を目指し当該協力機関・宇宙機関と協議しているか等。
	





3．技術開発実施体制との対応
公募要領３．(1)⑧に記載のとおり、実施機関は「2.(4)技術開発実施体制」に記載されている以下の要件を満たしている必要があります。
各要件を充足していることを具体的に示してください。
	No.
	技術開発実施体制（公募要領２．(4)）
	左記要件を充足していることの具体的説明

	1 
	提案する開発の実施に必要な知見やその基盤的な技術を有しており、かつ当該分野の技術開発をシステムとして成立させるための体制が構築されている、又は構築できること。
	

	②
	熱防護素材を開発する機関と宇宙輸送機へ実装するための開発を行う機関（ロケットシステムメーカー等）との協力体制を構築し、試作や環境試験を行う体制を有することが望ましい。
	





【様式４】代表機関としての技術開発マネジメントの計画
※様式４は、5ページ以内で説明してください。

1. 提案時点で想定している代表機関としての支援体制
代表機関として、本提案を円滑に遂行するために必要な経営基盤、資金及び設備等の十分な体制があることを示してください。
また、技術開発課題全体のマネジメントの責任を負う研究代表者の活動を効果的・効率的に実施できるよう、代表機関として提案時点で想定している支援体制をそれぞれの役割と責任者名、人員などを記述してください。更に、例えば技術開発成果・データ活用方策、知的財産管理、国際標準化、広報等に係る支援や、クロスアポイントメント制度を活用して参画する研究者の雇用など提案時点で想定している事項について、その措置内容や導入予定時期について等記述してください。

企業における経営戦略等への位置付け
代表機関が民間企業である場合は、経営戦略、事業戦略等への位置付け、経営者のコミットメントなどについて記載してください。

技術の継承および人材育成の推進
基本方針において、我が国の宇宙活動や宇宙市場の持続的な発展・拡大に向けては、技術及び知見の蓄積・継承を図りつつ、将来の宇宙分野を担う人材の裾野拡大を図ることが重要とされていることを踏まえ、実施する取組みがあれば記載してください。

【様式５】知的財産マネジメントに関する情報

提案する技術開発課題について、知的財産に関する体制や戦略を記載してください。なお、支援期間中の知的財産マネジメントにかかる費用については、補助による支援額の内数に含めることが可能です。詳細は「宇宙戦略基金事務処理マニュアル」を参照してください。

1. 体制
知的財産マネジメントに関する社内体制や社外の弁理士・弁護士等の専門家に相談し、検討及びその結果を反映することができる体制を記載してください。
（特許出願時の他に、開発前、開発のフェーズ移行、論文執筆前など適宜調査を行うことができる体制であることを示してください。）

先行技術調査
特許調査や先行文献調査等の内容を記載してください。併せて記載内容の根拠・調査資料を添付してください。また他社の特許等との干渉の有無を確認した結果、干渉が予想される場合は当該特許の回避の計画も含めて記載してください。
なお、提案時に特許調査や先行文献調査等を実施しない場合には、その理由と妥当性、今後の特許調査や先行文献調査等の実施時期を提案書に記載してください。

本事業を通じて創出される知的財産と帰属先
本事業を通じて創出されることが見込まれる主な知的財産について記載してください。また、創出された知的財産について、実施体制内での帰属先・共有（再委託先等での取扱いや第三者への譲渡に係る取扱い等）の有無を記載してください。加えて、研究代表機関以外との共有になる場合、実用化段階での支障がないかについての評価を記載してください。

知的財産の活用と保護（オープン＆クローズ）の考え方
創出された知的財産の活用、競争優位性を確保するためにどのような方策（公開・標準化又は特許化、秘匿化等）をとるのかについて記載してください。特に、実施体制に海外機関が含まれる場合は、国内産業に十分な付加価値を提供することや技術開発成果の用途、国外への技術流出リスク等に留意した、適切な技術情報管理や知財マネジメントが実施されているか、記載してください。



【様式６】研究費の応募・受入等の状況・エフォート

提案者が現在応募している、あるいは現在受給している国の競争的研究費制度やその他の研究助成等について、制度名ごとに、課題名、実施期間、役割、本人受給研究費の額、エフォート等を、受給している研究費が多い順（ただし、研究費の多寡によらず、本事業は1番目に記入のこと）に記入してください。また、研究以外の業務の概要とエフォートも記入してください。また、提案者のみならず、研究分担者についても記入してください。
なお、「申請に係る所属・役職」欄については、その研究費を申請する際に用いられた所属・役職を１つ記入してください。また、「エフォート」は、年間の全仕事時間(研究やマネジメント活動の時間のみならず、営利事業や非営利事業に関する活動・教育・医療活動等を含む)を100％とした場合、そのうち当該業務の実施に予定している時間の配分率（％）を記載してください。

※ 公募要領「10.(1)不合理な重複・過度の集中に対する措置」「10.(2) 研究活動の国際化、オープン化に伴う新たなリスクに対する研究インテグリティの確保」も参照してください。応募に当たっては、海外からの研究資金についても記入対象となりますので、国内外を問わず、競争的研究費のほか、民間財団からの助成金、企業からの受託研究費や共同研究費などの研究資金について全て記載してください。
※ 記入内容が事実と異なる場合には、採択されても後日取り消しとなる場合があります。
※ 現在申請中・申請予定の研究助成等について、この技術開発課題提案の選考中にその採否等が判明する等、本様式に記載の内容に変更が生じた際は、本様式を修正の上、公募要領の巻末に記載された問い合わせ先まで電子メールで連絡してください。
※ 二次審査（ヒアリング）の対象となった場合には、他制度への申請書、計画書等の提出を求める場合があります。
事務処理マニュアルでの人件費計上でエフォート適用とされる者（大学等に限る）のエフォート証明の値と異なる場合は、理由を確認させていただくことがあります。

（記入例）必要に応じて行を増減してください。「申請に係る所属・役職」欄については、当該資金制度・研究費の申請時点での、本人の所属・役職を記入していただきます。

1. 研究代表者氏名：○○　○○

1. 現在応募中の研究費（直接経費）
	通し番号
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	課題名
（代表者氏名）
	役割
(代表・分担等の別）
	申請に係る所属・役職
	2026年度の経費
(期間全体の総額)
【直接経費を記入】
	エフォート(％)

	1
	【本公募】
宇宙戦略基金事業
	技術開発課題名
（提案者名）
	代表
	
	
	XX

	2
	JSPS科学研究費補助金
基盤研究(S)
（2023.4～2027.3）
	××による◇◇の創成
(○○○○)
	分担
	○○大学 大学院○○研究科 教授
	X百万円
（総額 XX.X
百万円）
	5

	3
	
	
	
	
	
	



●現在応募中の案件と、本公募で提案する技術開発課題との関連性及び相違点
応募中の案件と本提案との関連性・相違点について、通し番号を引用しながら説明してください。本提案とすべての課題との関連性・相違点の記載を行ってください。本公募以外への応募がない場合には記入不要です。

現在受給中（採択され、受け入れ予定の状態のものを含む）の研究費（直接経費）
	通し番号
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	課題名
（代表者氏名）
	役割
(代表・分担等の別）
	申請に係る所属・役職
	2026 年度の経費
(期間全体の総額)
【直接経費を記入】
	エフォート(％)

	1
	JST戦略的創造研究推進事業 CREST
（2019.10～2024.3）
	××による◇◇の高機能化
(○○○○)
	分担
	○○大学 大学院○○研究科 教授
	X百万円
（総額 XX.X百万円）
	5




●現在受給中の案件と、本公募で提案する技術開発課題との関連性及び相違点
受給中の案件と本提案との関連性・相違点について、通し番号を引用しながら説明してください。なお、本提案とすべての課題との関連性・相違点の記載を行ってください。

その他の活動 

	機関
	役職
	活動内容
	エフォート
(％)

	株式会社〇〇
	取締役（非常勤）
	事業企画、経営企画の審議
	3

	△△株式会社
	顧問
	技術開発の指導
	2



JAXAと実施中、または実施予定の共同研究等（関連契約）
当該テーマに関連してJAXAと実施している、または実施予定の共同研究等の契約について記載してください。当該共同研究等が本提案と全く同一の内容である場合、JAXAは当該共同研究等の終了または内容の見直しを必要に応じて行います。当該共同研究等の終了又は内容の見直しによって、当該共同研究等の契約上の問題が発生し得る場合は、対応策を整理の上、応募をお願いします。
[bookmark: _Toc222258508]本件はJAXAと民間事業者・大学等との間で行う共同研究等と同一の内容について、当該民間事業者・大学等に重複して宇宙戦略基金より支援することを避けるのを目的として情報提供を求めるものであり、提案書記載内容をJAXA内において共有する場合があります。詳細は公募要領「３．（２）⑦JAXAが実施している共同研究等について」及び公募要領「８．（５）提案書類等に含まれる情報の取扱い」を参照してください。
なお、JAXAとの間で共同研究等を実施していることが、審査結果に影響を及ぼすものではありません。
	契約番号
（あれば）
	共同研究等名称（契約期間）
【契約名称】
	JAXA側の共同研究等担当部署
	JAXA側の主担当者

	XXXXXXXXX
	○○に係る共同研究開発
（20XX/X/X～20XX/X/X）
	△△部門◇◇
	宇宙太郎

	XXXXXXXXX
	●●に係る調査業務
（20XX/X/X～20XX/X/X）
	▲▲センター◆◆
	航空花子



活用を想定するJAXA知財
採択後にJAXA知財活用を想定している場合、当該知財の識別及びその活用の見込み(JAXAとの調整状況)について、情報提供をお願いします。なお、本件は、審査に影響を及ぼすものではありません。
	知財名称
	知財内容
	JAXA側の知財保有担当部署
	JAXA側の主担当者
	当該知財活用の見込みに関する調整状況

	XXXXXXXXX
	XXXXXXXXX
	△△部門◇◇
	宇宙太郎
	XXXXXXXXX

	XXXXXXXXX
	XXXXXXXXX
	▲▲センター◆◆
	航空花子
	XXXXXXXXX


[bookmark: _Hlk506915192]研究分担者氏名：○○　○○

1. 現在応募中の研究費（直接経費）
	通し番号
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	課題名
（代表者氏名）
	役割
(代表・分担等の別）
	申請に係る所属・役職
	2026 年度の経費
(期間全体の総額)
【直接経費を記入】
	エフォート(％)

	1
	【本公募】
宇宙戦略基金事業
	技術開発課題名
（提案者名）
	分担
	
	
	XX

	2
	JSPS科学研究費補助金
基盤研究(A)
（2023.4～2027.3）
	××による◇◇の研究
(○○○○)
	代表
	○○大学 大学院○○研究科 教授
	X百万円
（総額 XX.X
百万円）
	5

	3
	
	
	
	
	
	




●現在応募中の研究課題と、本公募で提案する技術開発課題との関連性及び相違点
応募中の課題と本提案との関連性・相違点について、通し番号を引用しながら説明してください。本提案とすべての課題との関連性・相違点の記載を行ってください。本公募以外への応募がない場合には記入不要です。

現在受給中（採択され、受け入れ予定の状態のものを含む）の研究費（直接経費）
	通し番号
	資金制度・研究費名（研究期間・配分機関等名）
	課題名
（代表者氏名）
	役割
(代表・分担等の別）
	申請に係る所属・役職
	2026 年度の経費
(期間全体の総額)
【直接経費を記入】
	エフォート(％)

	1
	JSPS科学研究費補助金
基盤研究(S)
（2018.4～2023.3）
	××による◇◇の研究
(○○○○)
	代表
	○○大学 大学院○○研究科 教授
	X百万円
（総額 XX.X百万円）
	10




●現在受給中の研究課題と、本公募で提案する技術開発課題との関連性及び相違点
受給中の課題と本提案との関連性・相違点について、通し番号を引用しながら説明してください。なお、本提案とすべての課題との関連性・相違点の記載を行ってください。

その他の活動 

	機関
	役職
	活動内容
	エフォート
(％)

	△△株式会社
	顧問
	技術開発の指導
	2

	
	
	
	



JAXAと実施中、または実施予定の共同研究等（関連契約）
[bookmark: _Hlk198196118]当該テーマに関連してJAXAと実施している、または実施予定の共同研究等の契約について記載してください。当該共同研究等が本提案と全く同一の内容である場合、JAXAは当該共同研究等の終了または内容の見直しを必要に応じて行います。当該共同研究等の終了又は内容の見直しによって、当該共同研究等の契約上の問題が発生し得る場合は、対応策を整理の上、応募をお願いします。
本件はJAXAと民間事業者・大学等との間で行う共同研究等と同一の内容について、当該民間事業者・大学等に重複して宇宙戦略基金より支援することを避けるのを目的として情報提供を求めるものであり、提案書記載内容をJAXA内において共有する場合があります。詳細は公募要領「３．（２）⑦JAXAが実施している共同研究等について」及び公募要領「８．（５）提案書類等に含まれる情報の取扱い」を参照してください。
なお、JAXAとの間で共同研究等を実施していることが、審査結果に影響を及ぼすものではありません。

	契約番号
（あれば）
	共同研究等名称（契約期間）
【契約名称】
	JAXA側の共同研究等担当部署
	JAXA側の主担当者

	XXXXXXXXX
	○○に係る共同研究開発
（20XX/X/X～20XX/X/X）
	△△部門◇◇
	宇宙太郎

	XXXXXXXXX
	●●に係る調査業務
（20XX/X/X～20XX/X/X）
	▲▲センター◆◆
	航空花子



活用を想定するJAXA知財
採択後にJAXA知財活用を想定している場合、当該知財の識別及びその活用の見込み(JAXAとの調整状況)について、情報提供をお願いします。なお、本件は、審査に影響を及ぼすものではありません。

	知財名称
	知財内容
	JAXA側の知財保有担当部署
	JAXA側の主担当者
	当該知財活用の見込みに関する調整状況

	XXXXXXXXX
	XXXXXXXXX
	△△部門◇◇
	宇宙太郎
	XXXXXXXXX

	XXXXXXXXX
	XXXXXXXXX
	▲▲センター◆◆
	航空花子
	XXXXXXXXX






【様式７】利益相反に関する情報

1. POとの利益相反に関する情報
提案者と、提案先の技術開発テーマを担当するPOとの利害関係の有無を選択してください。「ある」を選択した場合は、その内容を具体的に記載してください。公正で透明な評価を行う観点から、提案者と利害関係を有する場合には、POは当該技術開発課題の評価は行いません。
利害関係者の定義は、公募要領「6. (1) 審査に関わる者の利益相反マネジメント」を参照してください。

　提案先の技術開発テーマを担当するPOと提案者との利害関係が　☐ある　☐ない　
「ある」の場合、（【様式７】別紙１）に詳細（具体的な内容）を記載してください。
※利害関係については、以下の公募要領「6. (1) 審査に関わる者の利益相反マネジメント」を準用し、該当の有無を確認してください。
《参考》利害関係に該当する場合（公募要領「6. (1) 審査に関わる者の利益相反マネジメント」）
①委員、その配偶者又は生計を一にする一親等内の親族が、提案者から、審査会の開催日の属す
る年度を含む過去３年度以内に、金銭等、又は提案者の発行する株式等を取得しているとき。
②提案者が、委員の配偶者又は生計を一にする一親等内の親族であるとき。
③提案者が、大学、国立研究開発法人等の研究機関において委員と同一の学科、専攻等又は同一の企業に所属している者であるとき。
④提案者が、審査会の開催日の属する年度を含む過去３年度以内に委員と緊密な共同研究を行った者
であるとき。
⑤提案者が、委員と緊密な関係にある者であるとき。
⑥提案者が、委員と直接的な競合関係にある者であるとき。
⑦その他深刻な利益相反があると認められるとき。

JAXAと実施予定機関との利益相反に関する情報
実施予定機関中に、JAXAが出資している機関の参画の有無を選択してください。「ある」を選択した場合は、その内容を具体的に記載してください。
利害関係の定義及びJAXAの出資先企業は、公募要領「6. (2)JAXAの利益相反マネジメント」を参照してください。

　実施予定機関中にJAXAの出資先企業が　☐ある　☐ない　
「ある」の場合、具体的内容：

JAXA職員と実施予定機関との利益相反に関する情報
技術開発実施体制（代表機関及び連携機関）の中に、JAXAに籍を置く職員（JAXAと雇用契約を締結している者。任期の有無、常勤・非常勤を問わない。）が含まれているか、その有無を選択してください。「ある」を選択した場合は、役職と氏名等の情報を記載してください。JAXAにて、技術開発内容と技術開発実施体制における当該者の役割、人件費の適切性等に関する確認手続きなどを行います。

　技術開発実施体制にJAXAの職員が　☐含まれている　☐含まれていない
「含まれている」の場合、該当するJAXA職員本人に確認のうえ、（【様式7】別紙１）に詳細を記載してください。

　また、提案内容の検討及び提案者の実施体制に関して、以下の内容を確認した上で、全ての□にチェックを入れてください。
□実施方針の公開（令和８年２月25日）から当該技術開発テーマの採択までの期間において、提案内容の検討にJAXA職員（公募要領「６．（３）JAXA職員の利益相反マネジメント」の但し書きの場合を除く）は含まない。　
☐実施方針の公開（令和８年２月25日）から当該技術開発テーマの採択までの期間において、提案内容の検討及び提案者の実施体制に宇宙戦略基金の当該技術開発テーマの公募内容及び審査に関する秘密情報を持つJAXAの元職員を含まない。



【様式８】研究代表者等の学歴・職歴及び主要業績
各員について、(1)を1ページ、(2)~(5)で１ページの計２ページとしてください。
本様式では、文字の大きさや行間を調整していただいて構いません。
　　※ （2）～（5）の実績が無い場合は「実績なし」と記載してください。

1. 研究代表者氏名：○○　○○（○○大学）
1. 学歴及び職歴
・学歴（大学卒業以降）
（記入例）
◯◯◯◯年 ◯◯大学◯◯学部卒業
◯◯◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了
◯◯◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了
◯◯◯◯年 博士（◯◯学）（◯◯大学） 取得
・職歴
（記入例）※ 同一法人内での細かな職歴異動情報は記載不要（直近を記載）です。
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯開発部（◯◯◯◯について開発）
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯大学特任准教授（◯◯◯◯に関する研究に従事）
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯事業部（◯◯◯◯事業担当）
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯大学准教授
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯大学教授

参考となる主要な論文・著書等（※10件以内）
論文データベース（ORCID・Web of Science・SCOPUS等）著者ID：
・本提案の審査に参考となる提案者のこれまでの主要な論文・著書等の業績１０件以内を、現在から順に発表年次を過去に遡って記載してください。
・記載に際し、行頭に連番を付けてください。
・論文の場合、著者名（著者は全て記載。提案者に下線）、発表論文名、掲載誌・国際学会名、巻号・ページ・発表年、DOI番号を記載してください。


過去の実績（※５件以内）
・参加プロジェクト等における、主な経験、実績を簡潔に記載してください。

国内外の受賞歴（※10件以内）
・主な国内外の受賞歴１０件以内を、現在から順に受賞年次を過去に遡って記載してください。
（記入例）
○○○○年　○○賞「」
○○○○年　○○賞○○メダル

関連技術の特許情報（※10件以内）
出願番号、発明者名、発明の名称、出願人、出願日を記載してください。
※　大学等に所属している研究者の場合は、自身が発明者である本提案に関連すると考える重要なものを記載してください。
※　民間企業に所属している研究者の場合には、自身が発明者ではない場合も含め、本提案に関連すると考える重要なものを記載してください。




研究分担者氏名：○○　○○（○○研究機構）
1. 学歴及び職歴
・学歴（大学卒業以降）
（記入例）
◯◯◯◯年 ◯◯大学◯◯学部卒業
◯◯◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科修士課程○○専攻修了
◯◯◯◯年 ◯◯大学大学院◯◯研究科博士課程○○専攻修了
◯◯◯◯年 博士（◯◯学）（◯◯大学） 取得
・職歴
（記入例）※ 同一法人内での細かな職歴異動情報は記載不要（直近を記載）です。
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯開発部（◯◯◯◯について開発）
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯大学特任准教授（◯◯◯◯に関する研究に従事）
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯株式会社◯◯事業部（◯◯◯◯事業担当）
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯大学准教授
◯◯◯◯年～◯◯年 ◯◯大学教授

参考となる主要な論文・著書等（※10件以内）
論文データベース（ORCID・Web of Science・SCOPUS等）著者ID：
・本提案の審査に参考となる主たる研究分担者のこれまでの主要な論文・著書等の業績10件以内を、現在から順に発表年次を過去に遡って記載してください。
・記載に際し、行頭に連番を付けてください。
・論文の場合、著者名（著者は全て記載。提案者に下線）、発表論文名、掲載誌・国際学会名、巻号・ページ・発表年、DOI番号を記載してください。

過去の実績（※５件以内）
・参加プロジェクト等における、主な経験、実績を簡潔に記載してください。

国内外の受賞歴（※10件以内）
・主な国内外の受賞歴１０件以内を、現在から順に受賞年次を過去に遡って記載してください。
（記入例）
○○○○年　○○賞「」
○○○○年　○○賞○○メダル

関連技術の特許情報（※５件以内）
出願番号、発明者名、発明の名称、出願人、出願日を記載してください。
※大学等に所属している研究者の場合は、自身が発明者である本提案に関連すると考える重要なものを記載してください。
※民間企業に所属している研究者の場合には、自身が発明者ではない場合も含め、本提案に関連すると考える重要なものを記載してください。


－ワーク・ライフ・バランス等推進企業に関する認定等の状況について－

「女性の活躍推進に向けた公共調達及び補助金の活用に関する取組指針」を踏まえ、女性活躍推進法に基づく認定（えるぼし認定企業・プラチナえるぼし認定企業）、次世代育成支援対策推進法に基づく認定（くるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業・トライくるみん認定企業）、若者雇用促進法に基づく認定（ユースエール認定企業）の状況について、提出時点を基準として記載してください。

・代表機関：（認定状況及び取得年月日）
・連携機関：（認定状況及び取得年月日）
・連携機関：（認定状況及び取得年月日）

（参考：女性活躍推進法特集ページ　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000091025.html）
	認定等の区分

	女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）に基づく認定
（えるぼし認定企業・プラチナえるぼし認定企業）
	プラチナえるぼし※1

	
	3段階目※2

	
	2段階目※2

	
	1段階目※2

	
	行動計画※3

	次世代育成支援対策推進法（次世代法）に基づく認定
（くるみん認定企業・プラチナくるみん認定企業・トライくるみん認定企業）
	プラチナくるみん※4

	
	くるみん（令和4年4月1日以降の基準）※5

	
	くるみん（平成29年4月1日～令和4年3月31日までの基準）※6

	
	トライくるみん※7

	
	くるみん（平成29年3月31日までの基準）※8

	青少年の雇用の促進等に関する法律（若者雇用促進法）に基づく認定（ユースエール認定企業）


※1：女性の職業生活における活躍の推進に関する法律等の一部を改正する法律 (令和元年法第24 号)による改正後の女性活躍推進法第12 条に基づく認定
※2：女性活躍推進法第9条に基づく認定。なお、労働時間等の働き方に係る基準は満たすことが必要。
※3：常時雇用する労働者の数が100 人以下の事業主に限る（計画期間が満了していない行動計画を策定している場合のみ）。
※4：次世代法第15条の2の規定に基づく認定
※5：次世代法第13条の規定に基づく認定のうち、次世代育成支援対策推進法施行規則の一部を改正する省令（令和3年厚生労働省令第185号。以下「令和3年改正省令」という。）による改正後の次世代育成支援対策推進法施行規則（以下「新施行規則」という。）第4条第1項第1号及び第2号の規定に基づく認定
※6：次世代法第13条の規定に基づく認定のうち、令和3年改正省令による改正前の次世代育成支援対策推進法施行規則第4条又は令和3年改正省令附則第2条第2項の規定に基づく認定（ただし、※８認定を除く。）
※7：次世代法第13条の規定に基づく認定のうち、新施行規則第4条第1項第3号及び第4号の規定に基づく認定
※8：次世代法第13条の規定に基づく認定のうち、次世代育成支援対策推進法施行規則等の一部を改正する省令（平成29年厚生労働省令第31号。以下「平成29年改正省令」という。）による改正前の次世代育成支援対策推進法施行規則第4条又は平成29年改正省令附則第2条第3項の規定に基づく認定


【様式９】技術開発期間内における機関毎の予算計画
　　　
全実施機関（代表機関のみならず全連携機関含む）が機関毎に、別紙２を作成のうえ本様式に転記してください。なお、作成した別紙２は提案書とともに提出する必要があります。その際、全実施機関分のエクセルファイルをZIPファイル等の１つの圧縮ファイルにまとめて参考資料として提出してください。
※別紙２は宇宙戦略基金第一期及び第二期の公募においては提出不要としていましたが、第三期においては提案時点での提出が必要です。ご注意ください。

全機関の合計額は、【様式１】の６．の金額や、【様式2】の２.(1)の合計額と合致させてください。
技術開発期間終了年度を踏まえ、適宜列を修正したうえで、中間評価又はSG評価の属する年度末までの計画と以降の計画（ﾌｪｰｽﾞ1、ﾌｪｰｽﾞ2、、、）がそれぞれわかるよう記載をしてください。支出する経費が該当する経費項目については、宇宙戦略基金事務処理マニュアルを参照のうえで作成いただきますようお願いします。その他詳細は「経費内訳書の作成要領」を確認してください。

1. 全機関の合計額
							（単位：千円）
	経費項目
	20XX年度
	20XX年度
	20XX年度
●月
※１
	合計

	物品費
	XX
	XX
	XX
	XXX

	人件費※２・謝金
	XX
	XX
	XX
	XXX

	旅費
	XX
	XX
	XX
	XXX

	その他
	XX
	XX
	XX
	XXX

	間接経費（代表機関）（●％）
	XX
	XX
	XX
	XXX

	委託費（連携機関分経費の計）
	XX
	XX
	XX
	XXX

	合計
	XX
	XX
	XX
	XXX


※１　技術開発期間の終了月次を明示してください。
※２　人件費単価で受託単価を使用する予定の場合は、その算出方法の説明資料（様式自由）を添付してください。
【委託費の累計金額が代表機関の補助金交付決定額総額の50％を超える理由】
委託費の累計金額が代表機関の補助金交付決定額総額の50％を超える場合は理由を記載してください。

●●社（代表機関）
							（単位：千円）
	経費項目
	20XX年度
	20XX年度
	20XX年度
	合計

	物品費
	XX
	XX
	XX
	XXX

	人件費・謝金
	XX
	XX
	XX
	XXX

	旅費
	XX
	XX
	XX
	XXX

	その他
	XX
	XX
	XX
	XXX

	間接経費（●％）
	
	
	
	

	合計
	XX
	XX
	XX
	XXX



●●大学（連携機関）
							（単位：千円）
	経費項目
	20XX年度
	20XX年度
	20XX年度
	合計

	物品費
	XX
	XX
	XX
	XXX

	人件費・謝金
	XX
	XX
	XX
	XXX

	旅費
	XX
	XX
	XX
	XXX

	その他
	XX
	XX
	XX
	XXX

	間接経費（●％）
	XX
	XX
	XX
	XXX

	合計
	10
	XX
	XX
	XXX



主な支出予定
本様式の１．～３．の積算根拠として、高額な機器・設備の導入や外注等、提案する技術開発経費から特に大きな支出を予定しているものがあれば、その摘要と支出予定額をご記入ください。記入対象は１件20百万円以上を目安とします。特に予算の5割以上を占める事柄の記載が漏れていた場合には、当該経費の計上を認めない場合がありますのでご注意ください。

(記入例)

（１）設備備品費：○○○○○○の購入（技術開発項目名）
					概算価格（税込み）：XX百万円 （購入予定：○年度）
（２）外注費：△△△△△△の検討（技術開発項目名）
					概算価格（税込み）：XX百万円（導入予定：○年度）

採択決定後、技術開発計画書の作り込みの過程で、当該機器・設備の購入・運用・共用計画もブラッシュアップしていただきます。また、本技術開発課題で実施する各技術開発項目のより効果的・効率的な実施の観点から、PO の指揮の下で、購入機器・設備の調整（本技術開発課題における技術開発課題間と共用の検討を含む）を行うことがあります。


【様式１０】法令等の遵守への対応

　提案する技術開発課題について、遵守すべき法令・ガイドライン等を理解の上、策定したことを確認し、□にチェックを入れてください。

	（遵守すべき法令・ガイドライン等の例）
☐「研究活動の不正行為への対応に関する指針」（平成27年1月15日経済産業大臣決定。その後の改正を含む）
☐「公的研究費の不正な使用等の対応に関する指針」（平成27年1月15日経済産業大臣決定。その後の改正を含む）
☐安全保障貿易管理（海外への技術漏洩への対処）について、技術開発成果等が大量破壊兵器の開発者やテロリスト集団など、軍事転用等の懸念活動を行うおそれのある者に渡らないよう、外国為替及び外国貿易法（外為法）※をはじめ、各府省が定める法令・省令・通達等
☐ライフサイエンスに関する研究や活動については、生命倫理および安全の確保に関し、各府省が定める法令・省令・倫理指針等


※外為法に基づき、リスト規制貨物の輸出又はリスト規制技術の外国への提供を業として行う場合には、安全保障貿易管理の体制構築を行う必要があります。安全保障貿易管理体制を整備する旨の誓約書（別添１）をe-Radに提出してください。

　　提案に際し、遵守すべき法令・ガイドライン等を確認した場合は、以下の□にチェックを入れてください。


[bookmark: _Hlk510016253]    ☐提案内容に関係する法令・ガイドライン等につき、確認し順守したうえで提案書を作成しました。


【様式１１】コア重要技術等　一覧
※【様式11】及び【様式12】は、実施体制に含まれる全ての機関がそれぞれ作成してください。
	技術開発課題名
	

	機関名
	



	NO.
	コア重要技術等の名称
	技術の概要
	技術開発課題提案書との対応
	種別

	説明
	
	
	技術開発課題提案書に記載のいずれの研究開発項目と対応するものか記載
	次ページ説明①～⑥のうちいずれかを選択

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	

	6
	
	
	
	

	7
	
	
	
	

	8
	
	
	
	

	9
	
	
	
	

	10
	
	
	
	

	11
	
	
	
	

	12
	
	
	
	

	13
	
	
	
	

	14
	
	
	
	

	15
	
	
	
	

	16
	
	
	
	

	17
	
	
	
	

	18
	
	
	
	

	19
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	





◆　コア重要技術等についての補足説明
・当該研究開発の成果（ソフトウェアを含む）
・その活用の際に必要となる技術の設計
・生産・利用の各段階において 有用かつ中核的な技術
・コア重要技術の実現に直接寄与する技術

コア重要技術等
コア重要技術





1 「当該研究開発の成果」：国による資金を用いて実施した研究開発プログラムによって研究開発される技術（技術流出した際に、我が国の技術優位性の強化又は創出に影響があるもの）
2 「研究開発成果の活用の際に必要となる技術」：研究開発の成果を用いた製品・サービス化等の際に必要となる研究開発成果以外の技術。例えば、製品化の際に必要な製造設備やソフトウェア等。
3 「設計の段階において有用かつ中核的な技術」：設計の段階において必ず使用され、かつ性能を決定する重要な技術
4 「生産の段階において有用かつ中核的な技術」：生産の段階において必ず使用され、かつ性能を決定する重要な技術
5 「利用の段階において有用かつ中核的な技術」：利用の段階において必ず使用され、かつ性能を決定する重要な技術
6 「コア重要技術の実現に直接寄与する技術」 ：その技術を知ることでコア重要技術が漏洩する可能性がある技術。例えば、コア重要技術の開発手順や設計・生産に必須となる製造装置などのパラメータ設定、サンプルの試験方法や計測法、原材料の配合などのノウハウが該当。

◆　コア重要技術等の具体的なイメージ例
・〇〇素材の生産の段階において必ず使用され、かつ性能を決定する温度・湿度条件
・〇〇プログラムを設計する段階において必ず使用され、かつ性能を決定するデータ など


【様式１２】経済安全保障上の重要技術に関する技術流出防止策に関わる確認票
※【様式11】及び【様式12】は、実施体制に含まれる全ての機関がそれぞれ作成してください。
	技術開発課題名
	

	機関名
	


◆特定したコア重要技術等について、その流出を防止するための具体的な取組について記載してください
	
	項目欄
	回答欄

	
	No
	確認事項
	実施予定
※非該当を削除してください。
	「整備・実施済み」の取組もしくは「必要時までに整備」する予定の取組を記載してください。
※本記載に類する取組みを含みます。

	
	Ⅰ．コア重要技術等へのアクセス管理

	
	1
	コア重要技術等にアクセス可能な従業員を必要最小限の範囲に制限するために必要な体制や規程（社内ガイドライン等含む。）を整備している。
	　整備済み
or
必要時までに整備
	　
　

	
	Ⅱ．コア重要技術等にアクセス可能な従業員の管理

	
	2
	コア重要技術等へアクセス可能な従業員に対し、相応の待遇（賃金、役職等の向上）を確保する等の手段により、当該従業員の退職等を通じたコア重要技術等の流出を防止する措置を講じている。当該従業員が退職する際にはそれらに関する守秘義務の誓約を得ている。
	　実施済み
or
必要時までに整備
	　
　
　

	
	3
	労働基準法（昭和 22 年法律第 49 号）、労働契約法（平成 19 年法律第 128 号）その他関係する法律の諸規定に十分配慮しつつ、退職後の競業避止義務の誓約について当該従業員の同意を得るための取組を行っている。
	　実施済み
or
必要時までに整備　
	　
　
　

	
	Ⅲ．取引先における管理

	
	4
	国の支援を受けて研究開発を実施する者ではなく、取引先（共同研究パートナー等のサードパーティを含む。）がコア重要技術等の全部又は一部を有する場合、当該技術の全部又は一部を当該取引先が有すること及びその詳細に関して、当該取引先と秘密保持契約を締結している。
	　実施済み
or
必要時までに整備
	　
　
　

	
	5
	当該取引先に対して、確認票上記1～3に相当する内容の措置を講じることを求めている。
	　実施済み
or
必要時までに整備　
	　
　
　

	
	6
	取引先における上記5の履行状況を定期的にレビューする等、取引先からの当該技術の流出を防止するために必要な措置を講じている。
	実施済み
or
必要時までに整備
	　
　
　

	
	
【注意事項】
※採択された場合、必要時までに整備すると申請いただいた取組は、措置を講じたタイミングでJAXAに報告いただきます。

※Ⅲにおける取引先の管理として、当該取引先に何らかの対応を求める場合には、私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和 22 年法律第 54 号）、下請代金支払遅延等防止法（昭和 31 年法律第 120 号）及び下請中小企業振興法（昭和45 年法律第 145 号）の諸規定に十分配慮してください。
※提案時の予定の取組において、根拠となる資料がある場合には【添付資料：○○】として記載をお願いいたします。なお、添付資料について、「整備済み」「実施済み」の場合は提案時に提出をお願いいたします。またその他、「必要時までに整備」を選択の場合、それぞれ該当時での提出をお願いいたします。本確認票とともに各種エビデンスの保管をお願いします。
なお、必要に応じて各項目の履行状況を定期的に確認させていただくことがあります。




【様式１３】社会実装に向けた事業計画等に関する情報
※【様式13】は、１０ページ以内を目途に記入してください。なお、既存の詳細な事業計画書があれば添付することを推奨します。また、事業の継続性等の確認の観点から、直近2期分の詳細な決算書（損益計算書など）を公開していない企業の場合は、計算書（貸借対照表、損益計算書、個別注記表）とその補足資料（販売費及び一般管理費明細書、並びに製造原価明細書）を添付して下さい。　

1. 実用化・事業化を行う製品・サービス
実用化・事業化を行う製品・サービス等について以下の内容を含めて記載してください。

・技術開発との関係性
・直接及び間接的な販売先、販売先のニーズ、販売チャネル等の想定とその背景
・顧客提供価値（新規性、独創性、技術力、コスト、生産数等の主な差別化要因）
・収益モデルとその優位性

※本テーマにおいては宇宙輸送分野に対する適用だけではなく、宇宙輸送分野以外への裨益、外需の獲得についても構想を記載してください。
―――以下公募要領（7）技術開発マネジメント項より引用―――
以下の観点については、本技術の社会実装に資するものとして、より評価の配点が高い項目として設定します。
社会実装を踏まえた成果の活用方法、又は計画が具体的に設定されていること。
例えば、熱防護素材を開発する機関が、本事業において開発する熱防護素材・技術の適用先について、連携するロケットシステムメーカー等のみならず、将来的な複数の顧客候補先企業（非宇宙輸送事業者含む）と十分にすりあわせながら技術開発を進める計画があること（連携機関から提示される要求仕様への適合性、複数のロケットシステムメーカー等及び多様なロケット機種への供給・適用の有無 等を含む）。宇宙輸送分野以外への裨益、外需の獲得等の計画があること 等


市場機会および競合等の外部環境
[bookmark: _Hlk194636661]実用化・事業化を目指す製品・サービスに関する国内外の想定される市場規模を示し、その根拠を記述してください。現時点、技術開発期間終了時点、技術開発期間終了後5年目を目安に記述してください。
また、提案者の市場シェアの見通しを示し、その根拠について、可能な範囲で、以下の観点を含めて記載してください。
・主要な競合製品・サービスとの比較
・地理的条件や規制などの市場参入障壁
・人的・資金的な制約

（記入例）
				市場規模（TAM）　　　市場規模（SAM）　　市場規模（SOM）
現状			○○○百万円		○○○百万円		○○○百万円
技術開発期間終了時点	○○○百万円		○○○百万円		○○○百万円
終了後5年目（　年度）	○○○百万円		○○○百万円		○○○百万円

・市場規模算出の根拠：
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

実用化・事業化のスケジュール
実用化・事業化の計画を、技術開発期間終了後5年間を目安に、図表を用いて記載してください。その際、本提案以外で実用化・事業化のために必要な技術開発等を含めた、開発計画、投資計画、資金調達計画、実用化計画、販売計画、重大なリスク、計画変更の判断を行うマイルストーン等を想定の範囲で可能な限り含めてください。また、生産・販売・市場獲得などの実用化・事業化に向けた段階を区分し、各段階が明瞭となるよう線表、矢印、記号等を用いて図表に記述してください。
(記入例)
	
	  　　年度▲○○設計完了

	  　　年度
	  　　年度
	  　　年度
	  　　年度
	  　　年度

	製品設計


設備投資

生産




販売

収益発生

	







	
▲○○億円 



▲サンプル出荷開始

▲○万台／月



	
	



▲生産開始



第２生産ライン立ち上げ▲


◇続行 / 中止を判断

▲○万台／月

	
▲○○億円




▲○万台／月








	




▲○万台／月


▲○万台／月




予想される重大なリスク（体制、運営、財務、法務・コンプラ 等）
・製品設計段階：～～～～～～
・設備投資段階：～～～～～～
・生産段階　　：～～～～～～
・販売段階　　：～～～～～～　など

数値計画
前項「３．実用化・事業化のスケジュール」で記述した内容を踏まえ、技術開発期間終了後５年後までの実用化・事業化を目指す製品・サービスに関する収支計画及び資金計画を、実現する性能やコスト、上市時期、競合の今後の数年間の深化の予測も考慮し、下表を参考に可能な限り記載してください。 複数の製品・サービスの展開や、販売先や販売形態が異なる販売を目指す場合は、可能な範囲で内訳も記載してください。 また、各項目を試算に用いた前提・根拠も可能な限り記載してください。特に、売上高の「単価」「数量」については、想定顧客がその単価を払うと考える根拠、その数量の想定顧客別の内訳を「想定顧客リスト」に記載してください。
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想定顧客リスト(匿名での記載も可能とするが具体性が高い方が評価を得やすい)
	想定顧客名※
	想定契約金額
（百万円）
	優先度
（高/中/低）
	確度
(%)
	補足欄
(契約予定時期、単価/数量・優先度・確度の考え方等)

	〇〇株式会社
	200
	高
	75
	26年X月、@2百万円/100個

	株式会社▲▲
	1,500
	中
	25
	27年XX月、@5百万円/300個

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※想定顧客情報は審査・評価目的のみに使用し、審査・評価終了後は適切に管理します。
1
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資金計画 の例 （単位：百万円）

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度 2033年度 2034年度

売上 0 0 0 0 0 4,050 16,050 16,050 24,050 24,050

償却費 0 0 0 0 500 500 500 1,000 1,000 1,000

その他

小計 0 0 0 0 500 4,550 16,550 17,050 25,050 25,050

変動費 0 0 0 0 0 3,075 12,300 10,500 15,750 15,750

固定費 472 922 1,022 1,122 1,972 2,294 2,294 2,894 4,116 4,116

設備投資等 5,000 5,000

小計 472 922 1,022 1,122 6,972 5,369 14,594 18,394 19,866 19,866

-472 -922 -1,022 -1,122 -6,472 -819 1,956 -1,344 5,184 5,184

自己資金 500

増資 3,000

借入金 3,000

基金 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000

歳入 1,500 1,000 1,000 1,000 7,000 0 0 0 0 0

預金残高 1,028 1,106 1,084 962 1,490 671 2,627 1,283 6,467 11,651

項目



備考

基金事業期間 事業終了後/事業化期間

キャッシュ

イン

キャッシュ

アウト

バランス
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収支計画 の例 （単位：百万円）

2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度 2031年度 2032年度 2033年度 2034年度

単価 800 800 800 800 800

数量 5 20 20 30 30

その他 50 50 50 50 50

0 0 0 0 0 4,050 16,050 16,050 24,050 24,050

変動材料費 2,500 10,000 10,000 15,000 15,000

変動人件費 50 200 200 300 300

変動外注費 500 2,000 200 300 300

その他経費 25 100 100 150 150

0 0 0 0 0 3,075 12,300 10,500 15,750 15,750

0 0 0 0 0 975 3,750 5,550 8,300 8,300

限界利益率 24% 23% 35% 35% 35%

固定人件費 200 200 300 300 300 300 300 300 400 400

設備費 50 500 500 500 500 500 500 500 1,000 1,000

償却費 0 0 0 0 500 500 500 1,000 1,000 1,000

通信費 100 100 100 200 300 500 500 500 1,000 1,000

外注費 100 100 100 100 100 200 200 200 300 300

リース料 100 100 100 200 200 200

家賃共益費 12 12 12 12 12 24 24 24 36 36

水道光熱費 10 10 10 10 10 20 20 20 30 30

支払利息 150 150 150 150 150 150

その他経費

472 922 1,022 1,122 1,972 2,294 2,294 2,894 4,116 4,116

-472 -922 -1,022 -1,122 -1,972 -1,319 1,456 2,656 4,184 4,184

-33% 9% 17% 17% 17%

６．累積損益 -472 -1,394 -2,416 -3,538 -5,510 -6,829 -5,373 -2,717 1,467 5,651

（損益分岐点売上高） 9,529 9,818 8,369 11,926 11,926

項目

１．売上高

売上高

固定費

変動費

３．限界利益/付加価値

備考



基金事業期間 事業終了後/事業化期間



５．損益

２．変動費計

４，固定費計


